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本書は，中高年の新しい生き方の創造として，「創年」を提案した新しい
学問領域を提示している． 
「創年」に関して，地域活動，生活経済，情報，起業，知，市民大学，
ボランティア・ＮＰＯ，子ども，住，スマイル，健康・スポーツ，精神
病理，死生観等の視点からアプローチしている． 
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